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○第１号議案

令和７年度事業報告及び収支決算（案）
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Ⅰ. 実行委員会運営事業

令和７年度事業報告及び収支決算（案）

１ 令和７年度 事業報告

１．総会

○第４回総会
日時：令和７年１０月８日（水）
場所：書面開催
内容：令和７年度収支予算（補正案）

２．幹事会

○第４回幹事会
日 ：令和７年９月１２日（金）
場所：書面開催
内容：第４回総会へ提出する議案の審議

Ⅱ. 企画運営・広報事業（詳細は、実績報告を参照）

- ２ -

１．「第４４回全国豊かな海づくり大会～美し国みえ大会～」の開催

（１）大会概要
○式典行事
・日程 令和７年１１月９日（日）９：２０～１２：００
・場所 志摩市阿児アリーナ（志摩市）
・参加者 ７９０人（県内２７１人、県外５１９人）

式典行事



主催者あいさつ 天皇陛下おことば
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稚魚お手渡し

海づくりメッセージ

○海上歓迎・放流行事
・日程 令和７年１１月９日（日）１４：３１～１５：１４
・場所 宿田曽漁港（南伊勢町）
・参加者 ３３４人（県内１７４人、県外１６０人）

稚魚放流
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放流合図を行う児童 海上歓迎パレード

○関連行事
県内５会場（志摩市、南伊勢町、桑名市、津市、尾鷲市）で開催しました。
全会場において、式典行事や海上歓迎・放流行事の様子を中継し、来場者にご覧いただきました。

◆豊かな海づくりフェスタ２０２５in志摩市ともやま公園
【場 所】志摩市ともやま公園 志摩市大王町波切
【主 催】第44回全国豊かな海づくり大会市民会議
【時 間】10時から15時40分
【来場者】3,500名
【概 要】海業に関する展示、海藻万華鏡作成体験、漁網リサイクル展示、次期開催府ＰＲ展示、

真珠フォトフレーム作り、さかなクントークショー、よしお兄さんの海大好きステージ、
マダイの刺身、ニベのフライ、海藻味噌汁のふるまい等を行いました。

歓迎船
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◆ゆた海フェスタin南伊勢町奈屋浦漁港
【場 所】奈屋浦漁港 南伊勢町奈屋浦
【主 催】南伊勢町、第44回全国豊かな海づくり大会南伊勢町美し国みえ大会実行委員会
【時 間】10時20分から15時30分
【来場者】2,000名
【概 要】ココリコ田中直樹さんと鳥羽水族館館長若井嘉人さんとのスペシャル対談、Takuya 

Nagabuchiライブ、翔大ミニコンサート、マダイ稚魚の同時放流、さかなのつかみ取り、
おさかなぬりえ体験、マダイの刺身のふるまい等を行いました。

◆第２３回赤須賀漁業まつり
【場 所】桑名港 桑名市赤須賀
【主 催】赤須賀漁業協同組合
【時 間】9時から11時30分
【来場者】1,000名
【概 要】漁船乗船体験、ハマグリ稚貝放流、木曽川下流防災学習パネル展示、焼きハマグリや

シジミの即売、焼きハマグリや海産物水産関係品即売、シジミ汁のふるまい等を行い
ました。
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◆第２０回白塚おさかな祭り
【場 所】白塚漁港 津市白塚町
【主 催】白塚漁業協同組合
【時 間】8時30分から12時30分
【来場者】2,200名
【概 要】おさかなぬりえ、缶バッジ作り体験、クルマエビ稚エビ放流、海産物水産関係品即売、

伊勢湾産イワシ鮮魚等即売、いわし寿司ふるまい等を行いました。

◆第１２回おわせ魚まつり
【場 所】尾鷲魚市場 尾鷲市港町
【主 催】三重県尾鷲市尾鷲港産地協議会
【時 間】9時から12時
【来場者】4,500名
【概 要】定置網漁業体験、ミニ水族館、タッチプール、魚すくい、おさかなぬりえ体験、

マグロ目方当てクイズ、マグロの解体ショー、マダイ稚魚の放流、鮮魚刺身、大敷汁、
地魚干物、マグロ刺身のふるまい等を行いました。
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〇作品コンクール（絵画・習字）優秀作品御覧
・実施日：令和７年１１月８日（土）
・場所：志摩観光ホテル
・内容：大会行事の一環として実施した作品コンクール（絵画・習字）の優秀作品（三重県知事賞

受賞作品）を天皇皇后両陛下に御覧いただき、受賞者の児童・生徒一人ひとりにお声をか
けていただきました。

○漁業関係者との御懇談
・実施日：令和７年１１月８日（土）
・場所：志摩観光ホテル
・内容：天皇皇后両陛下と県内漁業関係者・功績団体表彰受賞者が和やかに御懇談しました。
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（２）各種行事に係る事前リハーサル
〇個別リハーサル
・海上歓迎・放流行事 令和７年９月２０日（土）
・式典行事 令和７年１０月５日（日）

○前日総合リハーサル 令和７年１１月８日（土）

（１）作品コンクールの実施（作文・絵画・習字）
県内の小・中・高校生を対象とした作品コンクールを実施しました。
・募集期間 令和７年４月１日（火）～６月６日（金）
・応募実績 作文：２０４点、絵画：１,６１４点、習字：２,２６４点

（３）大会実施本部の設置
・設置時期 令和７年５月２０日（火）
・構成員 三重県職員、開催市町職員等

２．気運醸成

（２）豊かな海づくりフェスタ
大会本番に向けた放流等のリハーサルや、大会の周知、開催までの気運醸成を図るため、豊か

な海づくりフェスタを開催しました。
■日 時 令和７年５月３１日（土） １０：３０～１５：３０
■場 所 宿田曽卸売市場（南伊勢町宿浦）
■内 容 記念放流、なぶら太鼓による演奏、子ども神輿、餅まき、マグロ刺身ふるまい、

大会ナビゲーターの紹介とスペシャルトークショー、神戸高等学校による吹奏楽演
奏、三重高等学校ダンス部によるパフォーマンス、模擬セリ体験等を行いました。

■来場者 約４，０００名



- ９ -

（３）リレー放流
大会開催に向けた気運醸成を図るとともに「つくり育てる漁業」の重要性を啓発する取り組みと

して、県内市町や水産関係団体等と連携して各地の沿岸や河川において稚魚の放流をリレー形式で
実施しました。令和６年・令和７年の２年間で、５２回、１，８１３名が参加して、魚類９種、甲
殻類２種、貝類４種、２，４５０，０１１尾を放流しました。
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（１）大会テーマ、ロゴマーク及びキャラクター等を活用したＰＲ
大会ロゴマーク等を使用したＰＲグッズの製作・配布、公式ポスターをはじめとする各種広告物

を製作・設置するなど、広報活動を展開しました。

（２）多様なメディアを活用した情報発信
各報道機関への情報提供や県政情報番組（テレビ、ラジオ）、公式ＨＰ等を活用し、大会に関す

る情報を発信しました。

（３）印刷物、屋外広告物による広報
大会のポスター・チラシの作成・駅の装飾等による広報活動を展開しました。

３．各種広報

４．企業・団体からの協賛

大会の成功に向けて、基本理念に賛同する企業等から協賛金（物品含む）を募集しました。
協賛金（物品含む）
・期間 令和７年５月１２日～令和７年９月末まで
・使途 広報ＰＲ活動、招待者配布物、関連行事の内容の充実など
・実績 ４１団体、２６,３２３,９２０円相当



Ⅲ. 事務局運営事業

（１）第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実施本部の設置
大会の実施本部を設置し、大会運営、及び招待客へのおもてなしの充実を行いました。

- １１ -

実施本部体制図

本部長 1-1 実施本部運営班

三重県知事 大会運営の進行管理 1-2 総務班

１ 総括部

2-1 ＳＶＩＰ接伴班

副本部長 SVIP連絡調整及び接伴
三重県副知事

２ 特別接伴部

三重県副知事 3-1 総務・招待者管理班

三重県危機管理統括監 作品御覧・御懇談実施
（11月8日）

3-2 入場管理班
志摩市長

３ 作品御覧・御懇談部

南伊勢町長 3-3 作品御覧運営班
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3-4 御懇談運営班

副本部長代理 3-5 救護・防災班

三重県農林水産部長

 地域連携・交通部長 4-7 救護班

4-1 総務・招待者管理班

招待者管理、式典行事実施
（於：志摩市阿児アリーナ）

4-2 入場者管理班

本部員 4-3 会場案内班

 ＜県＞
4-4 式典行事運営班

 総務部長

４ 式典行事部

 デジタル推進局長 4-5 接遇班

 政策企画部長
4-6 放流魚御覧運営班

 東京事務所長

 スポーツ推進局長
4-8 会場警備班

 南部地域振興局長

 防災対策部長
5-1 総務・招待者管理班

 医療保健部長
招待者管理、海上歓迎・放流行事実施
（於：南伊勢町宿田曽漁港）

 子ども・福祉部長

 会計管理者兼出納局長
5-7 救護班

 企業庁長

5-2 入場者管理班

 環境生活部長
5-3 会場案内班

 環境共生局長

 雇用経済部長 5-4 海上歓迎行事運営班

 観光部長
5-5 放流行事運営班

 県土整備部長

 県土整備部理事 5-6 接遇班

 病院事業庁長 5-8 会場警備班

 教育長
6-1 総括管理班

 警察本部長
桑名市、津市、志摩市、南伊勢町、尾鷲市で大会
記念放流や映像中継等関連行事実施

7-5 海上歓迎・放流行事輸送班

 ＜開催市町＞

 志摩市副市長 7-1 総務・統括管理班

 南伊勢町副町長
招待者の受付・宿泊・会場輸送 7-2 指定宿泊施設班

５ 海上歓迎・放流行事部

６ 関連行事部

７ 宿泊・輸送部

7-3 指定集合地班

7-4 式典行事輸送班

スタッフジャンパー（前） スタッフジャンパー（後）



１ 令和７年度 収支決算（案） 自 令和７年４月 １日
至 令和８年３月３１日

項 目 補正後予算（①） 決算（②）
予算額と決算額の
比較（①－②）

摘要

１ 負担金 473,719,000 470,354,036 3,364,964

補正後予算（①）は、
補正第３号により
40,000千円減額した
額

２ 繰越金 5,089,870 5,089,870 0

３ 諸収入 26,591,130 26,644,117 △52,987 預金利息

合計 505,400,000 502,088,023 3,311,977

項 目 補正後予算（①） 決算（②）
予算額と決算額の
比較（①－②）

摘要

１ 実行委員会
運営費

558,000 31,850 526,150

２ 企画運営・
   広報費

499,726,000 498,550,667 1,175,333

３ 事務局運営費 5,116,000 3,505,506 1,610,494

合計 505,400,000 502,088,023 3,311,977

２．支出の部

１．収入の部 （単位:円）

（単位:円）

収入決算額（A) 502,088,023 円

支出決算額（B） 502,088,023 円

収支差引額（A – B）         0 円 （残余金）

- １２ -
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○第２号議案

財産処分について

- １４ -



財産の処分について

第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会の解散に伴い、次のとおり財産を開催
市町である志摩市及び南伊勢町並びに三重県に譲渡します。

- １５ -



○第３号議案

第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会の解散に
ついて
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第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会の解散
について

第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会会則（以下「会則」という。）第１８
条第１項に基づき、次のとおり本実行委員会を解散する。

- １７ -

１ 解散の理由
第４４回全国豊かな海づくり大会の開催およびその他必要な事業等が終了し、会則第２

条の本実行委員会の目的が達成されたため。

２ 解散年月日
令和８年３月３１日（火）

３ 残余財産の処分
会則第１８条第２項に基づき、本実行委員会が解散するときに有する残余財産は、三重

県に帰属するものとする。
【残余財産】
・物品
・著作物にかかる権利等

４ 解散後の対応
本実行委員会にかかる解散後の問合せ等については、三重県農林水産部水産資源管理課

が対応する。

参考：第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会会則（抜粋）

（目的）
第２条 実行委員会は、第４４回全国豊かな海づくり大会（以下「大会」という。）を開
催するため、必要な事業を行うことを目的とする。

（事業）
第３条 実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行うものとする。
(1) 大会の開催に必要な企画及び運営に関する事業。
(2) 関係機関及び団体との連絡調整等に関する事業。
(3) その他目的を達成するために必要な事業に関する事業。

（解散）
第１８条 実行委員会は、第２条の目的が達成され事業報告及び決算について議決を受け
た後に解散する。

２ 実行委員会が解散するときに有する残余財産は、三重県に帰属するものとする。



○報告事項

令和７年度収支予算（補正第２号）

令和７年度収支予算（補正第３号）

第４４回全国豊かな海づくり大会～美し国みえ大会～
実績報告書
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令和７年度 収支予算（補正第２号及び第３号）について

令和７年度収支予算について、前回補正額（21,000千円）を上回った企業等からの協賛金
を大会開催のために使用する必要があったこと、及び三重県からの負担金について、三重県
の最終補正予算見積書提出期限までに、事業費を精査しておく必要があったことから、実行
委員会会則第９条第１項により補正予算にかかる専決処分を行った。

参考：第４４回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会会則（抜粋）

第３章 会議
（総会）
第８条 実行委員会の会議（以下「総会」という。）は、会長、副会長及び委員（以下「実
行委員」という。）並びに、代表監事、監事、顧問及び参与をもって構成する。
２ 総会は、必要に応じて会長が招集し、その議長は会長又は会長が指名した者がこれにあ
たる。
３ 総会は、次に掲げる事項を審議し、決定する。
(1) 会則の制定及び改廃に関すること。
(2) 大会の企画及び運営に関する基本事項に関すること。
(3) 事業計画及び事業報告に関すること。
(4) 予算及び決算に関すること。
(5) 幹事会に委任する事項に関すること。
(6) その他大会の開催に関する重要な事項に関すること。
４ 総会は、実行委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
５ 実行委員は、事故その他のやむを得ない理由により総会に出席できないときは、代理人
又は書面をもって議決権を委任することができる。この場合において、前項の規定の適用に
ついては、出席したものとみなす。
６ 総会の議事は、出席した実行委員（代理人及び書面を含む。）の議決権の過半数でこれ
を決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
７ 会長は、必要があると認めるときは、事前に送付した議案に対し書面をもって表決し、
総会の議決に代えることができる。
８ 会長は、必要があると認めるときは、総会に委員等以外の者の出席を求めることができ
る。

（会長の専決処分）
第９条 会長は緊急を要するため総会を招集する時間的余裕がないと認めるときは、前条第
３項各号に掲げる事項を専決処分することができる。
２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、次の総会においてこれを報告し、その
承認を求めなければならない。

- １９ -



１ 令和７年度 収支予算（補正第２号）

自 令和７年４月 １日
至 令和８年３月３１日

２．支出の部

１．収入の部 （単位:円）

（単位:円）

【補正理由】
企業等からの協賛について、前回補正額（21,000千円）を上回る協賛があった

ため、今回補正するものです。

項 目
補正（第１号）後

予算①
要補正②

補正（第２号）後
予算

（①＋②）
補正理由

１ 負担金 513,719,000 0 513,719,000

２ 繰越金 5,089,870 0 5,089,870

３ 諸収入 22,191,130 4,400,000 26,591,130 協賛金収入

合計 541,000,000 4,400,000 545,400,000

項 目
補正（第１号）後

予算①
要補正②

補正（第２号）後
予算

（①＋②）
補正理由

１ 実行委員会
運営費

558,000 0 558,000

２ 企画運営・
   広報費

535,326,000 4,400,000 539,726,000
広報ＰＲ、気運醸成、
関連行事の充実等

３ 事務局運営費 5,116,000 0 5,116,000

合計 541,000,000 4,400,000 545,400,000

- ２０ -

※専決年月日：令和７年１０月１６日



１ 令和７年度 収支予算（補正第３号）

自 令和７年４月 １日
至 令和８年３月３１日

２．支出の部

１．収入の部 （単位:円）

（単位:円）

項 目
補正（第２号）後

予算①
要補正②

補正（第３号）後
予算

（①＋②）
補正理由

１ 負担金 513,719,000 △40,000,000 473,719,000
事業費の精算による
負担金の減額

２ 繰越金 5,089,870 0 5,089,870

３ 諸収入 26,591,130 26,591,130

合計 545,400,000 △40,000,000 505,400,000

項 目
補正（第２号）後

予算①
要補正②

補正（第３号）後
予算

（①＋②）
補正理由

１ 実行委員会
運営費

558,000 0 558,000

２ 企画運営・
   広報費

539,726,000 △40,000,000 499,726,000

３ 事務局運営費 5,116,000 0 5,116,000

合計 545,400,000 △40,000,000 505,400,000

【補正理由】
三重県からの負担金について、事業費の精算による負担金の減額があったため補正するものです。
主な減額理由は以下のとおり。
・企業等からの協賛金による諸収入の増
・歓迎レセプションが中止となり、漁業者との御懇談へ変更となったことに伴う大幅な経費削減
・おもてなし会場での配布物品、大会記念弁当で使用する食材の提供やさまざまな節減の積み重

ねによる経費の抑制

- ２１ -

※専決年月日：令和８年１月１３日
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